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１２月分の電力需給実績について 
 

 

１．電力需要について（表－1参照） 

１２月分の販売電力量の合計は、６５億ｋＷｈ、対前年比１０２.３％の実績と 

なり、前年に比べ１１月の気温が低く推移したことによる暖房需要の増加などから、

前年実績を上回りました。 

用途別の実績については、以下のとおりです。 

 

○電灯 

電灯は、前年に比べ１１月の気温が低く推移したことによる暖房需要の増加

などから、対前年比１０６.２％と前年実績を上回りました。 

 

○電力 

電力は、前年に比べ１１月の気温が低く推移したことによる暖房需要の増加

などから、対前年比１００.３％と前年実績を上回りました。 

 

 

（表－１：販売電力量） 

（単位：百万ｋＷｈ、％） 

区  分 

当 月 

実 績 

（Ａ） 

前 年 

実 績 

（Ｂ） 

前 年 比 

 

（Ａ/Ｂ） 

電  灯 2,285 2,152 106.2

電  力 4,214 4,200 100.3

合  計 6,500 6,352 102.3

※個々の数値の合計と合計欄の数値は、四捨五入の関係で一致しない場合があります。 
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２．供給力について（表－２参照） 

１２月の発受電電力量の合計は、７４億７，０００万ｋＷｈ、対前年比９９．９％

の実績となり、前年実績を下回りました。 

 

（自社水力） 

出水率１０１．９％の豊水となったものの、前年出水率を１６．５％下回った  

ことなどから、発電量は前年を９，８００万ｋＷｈ下回る６億６，1００万ｋＷｈ

となりました。 

 

（自社火力） 

運転状況の違いなどから、発電量は前年を６億９，８００万ｋＷｈ下回る４６億  

６００万ｋＷｈとなりました。 

 

（自社原子力） 

定期検査により、女川原子力発電所の全号機と東通原子力発電所１号機が運転を  

停止していることから、発電量はありませんでした。 

 

（自社新エネルギー等） 

  地熱発電所の運転状況の違いなどから、発電量は前年を１，０００万ｋＷｈ下回

る７，８００万ｋＷｈとなりました。 

 

（他社受電） 

他社火力の運転状況の違いなどから、他社受電合計では、前年を３億５，４００

万ｋＷｈ上回る２３億４，７００万ｋＷｈとなりました。 

 

 

 

 

 

 



（表－２：発受電電力量） 

（単位：百万ｋＷｈ、％）

区   分 

当  月 前  年 
前 年 差 前 年 比 

実  績 実  績 

（A） （B） （A-B） （A/B） 

  水 
自 流 式 620 735 -115 84.4

自 
  貯・揚水式 41 24 17 165.5

  
力 

計 661 759 -98 87.0

  
火     力 4,606 5,304 -698 86.8

社 
原 子 力 0 0 0 - 

  新エネルギー

等 
78 88 -10 89.7

  
合     計 5,345 6,151 -806 86.9

他 社 受 電 2,347※ 1,993 354※ 117.7※

融         通 -219※ -663 444※ 33.0※

揚水用動力 -３ -2 -1 107.9

発受電合計 7,470※ 7,479 -9※ 99.9※

出   水   率 101.9 118.4 -16.5 - 

※新電力に対するインバランスなど未確定値を含みます。 

以上 

 


